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研究成果の概要 

グローバル時代における中国人の大規模かつ活発な移動（国内・国外を問わず）の現状

と、それがもたらす中国内の社会変容や近隣アジア諸国への多様な影響を明らかにするこ

とを目標に、今回は中国国内二カ所（遼寧省大連市および延辺朝鮮族自治州）を調査地に

選び、2018 年 8 月 19 日から 23 日にかけて各地を複数名の調査者で訪問し、参与観察や

インタビューを行った。現地における調査者家族の「つて」を最大限に利用することによ

り、事前準備の不足や調査期間の短さをカバーして余りあるほど実り豊かな調査を行うこ

とができた。帰国後は、調査データをメンバーが分担して整理し、各自の問題関心にそっ

て分析した。その一部を活用して、二人のメンバーが 9 月に東北教育哲学教育史学会で口

頭発表を行った。その後も研究室で数度の共同研究会を行い、研究の一層の深化を図り、

12 月以降は調査成果をもとにした論文を執筆することができた。また、今回の調査研究

は、韓国の研究者との共同研究に新たな展望を開くことにもつながり、中国人の移動に関

する今後の研究の基礎を作る上でも大いに成果があったと言える。以下、調査研究活動の

具体的な成果について報告する。 

 

中国現地調査の報告（１） 

1) 日時：2018 年 8 月 20 日～21 日  

2) 調査地：中国遼寧省大連市 

3) 参加者：李仁子・林義捷（M1）・朴歓（D1）  

4) 調査内容： 

 2018 年 8 月 19 日、李・林は、遼寧省大連市で合流し、大連市の小学校を視察した。ま

た、翌 20 日にかけて、大連で教師をしているインフォーマントに聞き取り調査を行った。

まずは大連市の義務教育の現状について、その概略をレクチャーしてもらい、その上で主
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に農民工子女の教育とその問題点に関して聞き取りを行った。中国国内での教育の実情は

報告も少ないので、貴重なデータを得ることができた。 

 21 日には朴も合流し、遼寧省大連市の農民工の集住地域に赴いた。そこでは彼らの居住

区を訪問し、フィールドワークを行った。調査は主に農民工の居住区を歩きまわりながら

行い、彼らの住宅地や生活様式の観察を通してその現状を現地で確認すると同時に、出会

った人々から話を聞き、農民工の暮らし向きや教育に対する意識、故郷とのつながりや帰

郷の時期や可能性などについて多くの声を聞き取った。 

 

中国現地調査の報告（２） 

1) 日時：2018 年 8 月 22 日～23 日  

2) 調査地：中国吉林省延辺朝鮮族自治州 

3) 参加者：李仁子・朴歓（D1）・辛恬暢（M1）・董元（M2）  

4) 調査内容： 

2018 年 8 月 22 日、前日に延辺朝鮮族自治州に移動していた李・朴は董と合流し、70 代

の朝鮮族の人を対象に聞き取り調査を行った。調査者はインフォーマント（A）の家を訪

問し、主に以下の内容によってヒアリングを行った。①1960・70 年代の朝鮮族の人々に

よる中国から北朝鮮への密入国（あるいは合法入国）と、当時の北朝鮮の人たちとのつな

がりの状況、②北朝鮮への入国が制限・禁止される前の朝鮮族と北朝鮮人の物のやり取り・

商売、③80・90 年代以降の朝鮮族と北朝鮮人の物のやり取り・商売、④80 年代以降の朝

鮮族と北朝鮮人のつながりや交流について。 

午後には、辛を加えた 4 名で延辺朝鮮族自治州延吉市の高級中学校を訪問し、朝鮮族の

留守児童学生（両親が都市部や国外に長期の出稼ぎに出ている子どもたち）を対象にイン

タビューを行った。調査では主に朝鮮族留守児童の家庭教育・学校教育にフォーカスしな

がら、特別な配慮を払いつつ聞き取りを行った。 

さらにその後、李・朴・董は、朝鮮族のもう一人のインフォーマント（B）の家を訪問

し、同様の聞き取り調査を行った。午前中と等しく、朝鮮族の中朝国境地帯での往来を主

たるテーマにヒアリングを行った。 

翌 23 日、李・朴・辛・董は、延辺朝鮮族自治州の農村地域を訪問し、朝鮮族の村人た

ちを対象に聞き取り調査を行った。調査では主に、人口流動の激しい農村地域における朝

鮮族固有の伝統文化の継承状況や民族言語の維持に対する取り組みに関して聞き取りを

行った。 

午後には、延辺朝鮮族自治州農村地域の明太魚加工企業の工場を訪問し、生産現場での

フィールドワークを行い、地場産業における民族文化の構造的変容の現状を把握した。 
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